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(単位:円)

（流動資産）

現金等 手許保管 運転資金 691,418

普通預金 みずほ銀行/日本橋支店 運転資金 365,408,643

三井住友銀行/日本橋支店 運転資金 14,641,490

〈現金・預金計〉 380,741,551

未収金 ㈱大林組 他 公４ 8,466,699

前払金 通勤定期代 他 職員他 475,628

流動資産合計 389,683,878

（固定資産）

基本財産

定期預金 みずほ銀行/日本橋支店 基本財産 6,000,000

特定資産

退職給付引当資産 みずほ銀行/日本橋支店 公１～公４及び法人 140,139,873

三井住友銀行/日本橋支店 公４ 5,000,000

記録保管引当資産 みずほ銀行/日本橋支店 公４ 46,789,833

システム更新引当資産 みずほ銀行/日本橋支店 公４ 30,000,000

特定費用準備資金 みずほ銀行/日本橋支店 公４ 37,656,262

ICRP調査研究積立資産 みずほ銀行/日本橋支店 公３ 7,714,452

減価償却引当資産 みずほ銀行/日本橋支店 共通 3,286,898

〈特定資産計〉 270,587,318

その他固定資産

什器備品 データ管理室及び執務室 公４及び共通 26,608,663

設備 データ管理室及び執務室 公４及び共通 3,303,806

ソフトウェア データ管理室 公４ 2,463,322

保証金・敷金 ㈱大洋商会 他 公４、共通及び法人 34,054,340

電話加入権 ０３－５２９５－１５８１ 他 共通 766,000

リース資産 電算機システム 公４ 122,290,560

〈その他固定資産計〉 189,486,691

固定資産合計 466,074,009

資産合計 855,757,887

（流動負債）

未払金 ㈱東芝デジタルソリューションズ　他 公２及び公４ 47,984,445

預り金 健康保険 役職員 686,192

厚生年金保険 役職員 1,074,210

雇用保険 職員 398,790

所得税 役職員 610,530

住民税 役職員 823,500

精算額 公４ 47,505,556

国庫返納金　他 公２ 2,212,369

〈預り金計〉 53,311,147

流動負債合計 101,295,592

（固定負債）

退職給付引当金 役職員 役職員 145,139,873

記録保管引当金 除染等及びＲＩ等 公４ 46,789,833

長期未払金 電算機システム 公４ 122,290,560

固定負債合計 314,220,266

負債合計 415,515,858

正味財産 440,242,029

財産目録
平成31年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所･物量等 使用目的等 金額
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